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役場の窓辺から yakuba no madobe kara

問い合わせ　役場総合支所商工観光課内　神
かん

東
とう

美
み

希
き

　☎（58）7077

建
設
課
・
事
業
室 

☎（
56
）２
２
２
7

「
ふ
じ
の
く
に
美
し
く
品
格
の
あ
る
邑む

ら

」に

『
け
っ
こ
い
瀬
平（
瀬
平
地
区
）』が
認
定
さ
れ
ま
し
た

　

瀬
平
地
区
の
住
民
に
よ
る
団
体

「
け
っ
こ
い
瀬
平
」の
取
り
組
み
が
、県

事
業「
ふ
じ
の
く
に
美
し
く
品
格
の
あ

る
邑
」（
事
務
局・県
農
地
保
全
課
）に
認

定
さ
れ
、登
録
証
書
授
与
式
が
行
な
わ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、農
地
が
創
り
出
す
美

し
い
風
景
や
古
く
か
ら
伝
わ
る
文
化
な

ど
の「
地
域
の
宝
」を
大
切
に
守
り
、次

世
代
に
継
承
し
よ
う
と
す
る
取
り
組
み

が
地
域
住
民
に
よ
っ
て
活
発
に
行
な
わ

れ
て
い
る
県
内
の
農
山
漁
村
に
つ
い
て
、

「
ふ
じ
の
く
に
美
し
く
品
格
の
あ
る
邑
」

と
し
て
認
定
す
る
も
の
で
す
。

　
川
根
本
町
で
は
、す
で
に
池
の
谷・閑

蔵
地
区
、徳
山
地
区
、地
名
地
区
が「
ふ

じ
の
く
に
美
し
く
品
格
の
あ
る
邑
」と

し
て
認
定
さ
れ
て
お
り
、こ
の
度
、「
ふ

じ
の
く
に
美
し
く
品
格
の
あ
る
邑
づ
く

り
」連
合
に
よ
っ
て
認
定
さ
れ
た「
け
っ

こ
い
瀬
平(

瀬
平
地
区)

」を
加
え
て
４

地
区
と
な
り
ま
し
た
。

※
邑
と
い
う
字
を
使
う
理
由
に
つ
い
て

　
一
般
に「
む
ら
」と
言
え
ば
市
町
村
の

「
村
」を
使
い
ま
す
が
、行
政
的
な
区
分

で
は
な
く
、「
明
る
い
展
望
を
持
っ
て
農

業
に
勤い

そ

し
む
農
業
者
と
、地
域
内
外
か

ら
集
ま
っ
た
人
た
ち
が
、農
業・農
山
漁

村
の
た
め
に
共
に
考
え
、共
に
行
動
し
、

共
に
笑
い
、幸
福
感
を
分
か
ち
合
う
様

な
目
的
を
共
有
す
る
人
々
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
」を
形
成
し
た
い
と
の
思
い
か
ら
、

人
が
多
く
集
ま
る
と
こ
ろ
と
い
う
意
味

を
持
つ「
邑（
ゆ
う
）」の
字
を
用
い
て
い

ま
す
。

産
業
課
・
林
業
室 

☎（
56
）２
２
２
6

「
森
の
力
再
生
事
業
」の
継
続
と

「
森
林（
も
り
）づ
く
り
県
民
税
」の
延
長

　

県
は
、荒
廃
し
た
森
林
を
再
生
し
、

山
地
災
害
の
防
止
や
水
源
か
ん
養

な
ど
の「
森
の
力
」を
回
復
す
る
た

め
、県
民
の
皆
さ
ま
に
森
林（
も
り
）

づ
く
り
県
民
税
を
ご
負
担
い
た
だ

き
、平
成
18
年
度
か
ら
森
の
力
再
生

事
業
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、こ

の
10
年
間
に
新
た
に
荒
廃
が
進
行

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、平
成
28
年
度

以
降
も
事
業
を
継
続
す
る
こ
と
と

し
、森
林（
も
り
）づ
く
り
県
民
税
の

課
税
期
間
を
５
年
間
延
長
し
、平
成

32
年
度
ま
で
ご
負
担
を
お
願
い
す

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

荒
廃
森
林
を
再
生
し
、森
の
恵
み

を
次
世
代
に
継
承
す
る
た
め
、引
き

続
き
皆
さ
ま
の
ご
理
解
を
お
願
い

し
ま
す
。

【問い合わせ先】
▷静岡県税務課　☎054（221）2337
▷静岡県志太榛原農林事務所　☎054（644）9243
▷川根本町役場　産業課・林業室　☎（56）2226

ここにも、一つの物語。
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役場の窓辺から yakuba no madobe kara

川根のみきてぃが綴る「ブログ版　川根本町エコツー日記」もお楽しみに！　http://eco2kawane.eshizuoka.jp/

１月17日（日）、町主催のエコツー
リズムガイド養成講座が行わ

れ、町内外から18名の方にご参加
いただきました。今回のフィールド
は、寸又峡のグリーンシャワーロー
ド。この場所を選んだのには理由
がありました。

冬の森といえばさびしく、見ど
ころが少ないというイメージ

があります。実際、冬場にこのコー
スを歩いている観光客はほとんど
いません。でも視点を変えたり、ガ
イドの工夫しだいでプログラムが
作れるのではないか、冬だからこ
そ伝えられる魅力があるのではな
いか、と思ったからです。

富士宮市にあるホールアース自
然学校から２名の講師をお迎

えしました。ここは日本で最も歴史
のある自然学校の一つです。さす
がプロ、たった１日の現地下見でた
くさんの素材を見つけだし、見事

なプログラムに !!　小道具を使っ
たりサプライズを用意したりして、
私たちを感動と発見に導きます。

私はすっかり冬の森に魅力され
てしまいました。澄んだ空気

をお腹いっぱい吸い込んで、五感
をフルに研ぎ澄ますと、いろんな
世界が開けました。冬の森は春に
つなげるための生命のスタンバイ
状態。私たちが知らなかっただけ
で、冬の森にもたくさんの物語が
あったのです。一人で歩いていて
は絶対に気づけなかったでしょう。

森歩きを終えてから、資源の見
つけ方や魅力の伝え方のコ

ツを教えてもらいました。私が一番
心に響いたのは「やれるようになる
には、やるしかない !!」という言葉。
ガイドにはたくさんの知識やスキ
ルが必要。確かにそうなのですが、
そう思えば思うほどハードルが高
くなり、尻込みしがちです。しかし、

やる前から「できるかなぁ、どうか
な？」と心配ばかりしていても始ま
りません。

何よりも必要なのは「川根が好
き、自然が好き、人が好き」と

いう想い。皆さんが一歩踏み出せ
るように、実践の場をたくさん用意
してお待ちしています。

エコツーリズム推進
員。エコツーリズム
の推進・周知拡大に
奔走。川根本町エコ
ツーリズムネット
ワークの事務局も務
める。
愛媛県出身。

神
か ん

東
と う

 美
み

希
き

さん
問い合わせ　役場総合支所商工観光課内　神

かん
東
とう

美
み

希
き

　☎（58）7077

エコツーリズム推進員神東美希のエコツーリズム推進員神東美希の
川根本町の魅力をＰＲする
エコツーリズムネットワーク
活動報告

フカフカ落ち葉のふとんに寝そべ
る受講生。冬ならではの楽しみ方
の一つです。

商
工
観
光
課
・
観
光
室　
☎（
58
）７
０
７
７

「
道
の
駅 

音
戯
の
郷
」に

電
気
自
動
車
用

急
速
充
電
器
を
設
置

　
町
で
は
、こ
の
た
び
、国・自
治
体（
道
の
駅
）・民

間
が
役
割
を
分
担
し
合
い
、Ｅ
Ｖ
用
充
電
器
の
普

及
に
よ
っ
て
、災
害
対
策
強
化・地
球
環
境
を
保
全

す
る
社
会
貢
献
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
Ｅ

－

Ｏ
Ａ

Ｓ
Ｉ
Ｓ（
イ
ー
オ
ア
シ
ス
）プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
活
用

し
、「
道
の
駅　
音
戯
の
郷
」駐
車
場
に
電
気
自
動

車
用
急
速
充
電
器（
20
Ｋ
ｗ
）を
１
基
新
設
し
ま
し

た
。

　
24
時
間
、３
６
５
日
利
用
可
能
で
、充
電
器
の
専

用
コ
ー
ド
を
携
帯
電
話
な
ど
で
読
み
取
る
方
法

（
エ
コ
Ｑ
電
）で
使
用
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、自
動
車
メ
ー
カ
ー
で
つ
く
る
日
本
充
電

サ
ー
ビ
ス（
Ｎ
Ｃ
Ｓ
）な
ど
が
発
行
す
る
充
電
カ
ー

ド
を
か
ざ
し
て
も
使
用
で
き
ま
す
。

▲道の駅駐車場入り口駐輪場すぐ横

13


